
(様式１)

平成２３年度確かな学力向上のための具体的取組 評価 大館市立城南小学校

ねらい：確かな学力の向上を図る

平成２３年度の評価指標と実践課題 学校評価
自己評価Ｂ

学習への取り組み ()昨年
・基本的学習習慣の定着 ４
・基礎・基本の確かな定着 （４）
・豊かな表現力の育成

諸検査の状況
・全国・県学習状況調査，ＮＲＴ検査，ＣＲＴ検査 ４

の結果の改善 （４）

職員研修
・職員研修の充実と全員による共有化 ４

（３）

共通実践事項 具 体 的 な 取 組 達成状況 備考等(課題▲、成果○）

□１ 学力向上を ・小中連携研究会での学習習慣や学力向上に ○（○） ○中学校の授業を参観する

目指した学 かかわる情報交換・共通実践 ことができ，小学校の教
校間の積極 師にとっては小学校から
的な連携 ・６年生の中学校体験入学 ○（○） 中学校への教科の系統や

中学校での授業の進め
・市教研交流授業や指導案検討会への参加， ○（○） 方，卒業生の学習の様子

市教研総合研での授業提供 等を知るよい機会となっ
た。

・先進校視察等の研修成果の共有 ○（○）

□２ 「活用する ・一人一人が自分の考えをもつ時間の保証 ○ ○特に算数科では，ねらい

力」を育て の達成を見取るために時
るための授 ・ねらいと評価を大切にした授業の実施 ◎ 間内に確認問題を実施し
業づくり 必要に応じて回復指導を

行った。それが基礎的学
●算数科（全学年）と理科（５・６年）にお ○ 習内容の定着につながっ

けるＴＴ指導を生かして，学び合う場や理 た。
由を明確にした意見交流のある授業づくり

●話す・書く・読む活動を意図的に設定し， ○
言語活動の充実を図る授業づくり

（● 重要な課題であると考えられる具体的な取組）

「確かな学力」

①知識・技能の習得 ◎

②思考力･判断力･表現 ○
力の育成

③学習意欲・学習習慣 ○

「確かな授業力」

④生徒指導の機能を生 ○
かした学習指導


